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図1 ギャップ結合の模式図 (I)ermiぐ? ?? ? ???
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に結合する清性帯 とシナプス後膜に結合するシナプス後部濃物質の厚みに差が見
られないために対称性シナプスと呼ばれ,機能的には抑制性 シナプスと考 えられている (図
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動指令を修正 ･調節す る, フィー ドバック
回路 が働 く(フィードバ ック制御)｡これらの運動指令の修 iE･調節過程で中心的役割を果たし
ているのが小脳中間部のニューロンであるIL')








う諺がある様に,喜び,悲 しみ,憎 しみ,怒 り
,不安,忠れ,驚きなどに代表される人間の感
情は個体間の非言語的なコミュニケーションの
重要な手段である｡ また感情 は, しば しば
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動揺を生じた時に脳は記憶 を深 く刻 むという






















































そ して発声に関与する筋群が活動 し復唱 とい う行









らに, 言 語 の視党形はウエル
ニケ野で対 応する言 語 の聴党形と結びつけられた後
に弓状 束を経てブローカ野に達する〔〕そこから運動
野に伝達 されることによって音読が衣ILi
け る (図 7)]tH以 上二の様に,失語症の
i甘先から考えられた左入脳 半球内の言 語の神経 回





わ り に科学技術庁に設けられた ｢脳科学
の推進に関す る研究会｣ が 一昨年 (lt)～)6年)
6月に発表 した ｢脳科学の時代｣ と題する戦略計 画 は
｢脳 を知る｣,｢脳 を守る｣および ｢脳を創る｣ と
いう二iつの方 向 についてのL)()年計画であ
り州),昨牢 律)チ)7年)からこの計画は
尖際に動 き始めている｡｢脳 を知る｣ という
領域の戦略 目的の 一つに ｢コ ミニュケ-ションに
おける脳機能の解那｣というプ
ロジェクトがあるので, 言 語機能や感情などの非言語によるコ ミニュケ-ションの脳内機構 解明が大きく進むことが期待 される｡
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activlty-dependent enhaICement Or synaptlC
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